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拝
啓
　
県
民
の
み
な
さ
ま
へ�

一
雨
ご
と
に
春
の
訪
れ
が
五
感
に
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

一
面
に
特
集
し
て
い
ま
す
が
、
三
月
十
一
日
、
待

望
久
し
か
っ
た
国
道
三
一
一
号
（
愛
称
「
熊
野
ロ
マ

ン
街
道
」）
の
全
線
改
良
が
終
わ
り
、
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
す
。
長
い
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
平
成
の
新

道
が
地
域
の
発
展
に
果
た
す
役
割
は
は
か
り
知
れ
ま

せ
ん
。
情
緒
あ
ふ
れ
る
熊
野
古
道
と
平
行
し
て
走
る

こ
の
道
を
行
き
交
う
車
、
人
、
も
の
、
情
報
…
。
二

十
一
世
紀
の
希
望
へ
つ
な
が
る
大
き
な
架
け
橋
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
春
に
当
た
っ
て
、
宣
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
わ
か
や
ま
元
気
宣
言
」。

こ
れ
に
命
を
吹
き
込
む
平
成
十
一
年
度
の
県
予
算
案
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
元
気
の
源
と
な
る
よ
う
な
施
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
知
恵
を
し
ぼ

り
ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

今
月
の
写
真
は
、
田
辺
市
の
花
つ
ぼ
み
会
の
皆
さ
ん
方
で
す
。
南
紀
熊
野
体

験
博
へ
の
お
客
様
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
て
迎
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
極
意
は
、
ま
ず
自
分
自
身
が
楽
し
む
の
が
肝
要
と
の
こ
と
。
輝

い
た
笑
顔
が
満
開
と
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
来
月
、
南
紀
熊
野
体
験
博
の
開
幕
で

す
。
皆
さ
ん
の
「
体
験
」
計
画
は
、
も
う
お
決
ま
り
で
す
か
？
さ
あ
、
出
か
け

ま
し
ょ
う
。
ふ
る
さ
と
の
山
へ
、
海
へ
、
川
へ
。

ふるさとふれあいトーク＜田辺市＞にて

男女共生社会の実現に向けて
ー男女共生社会に関する県民意識調査結果ー
県では女性施策の推進を図るため、平成10年9月、県内在住の20歳以上の

男女3,000人を無作為抽出のうえアンケート調査を実施しました。
調査の内容は、対象者の属性、職業、健康、家庭生活、結婚観や性別役割

分担、子どもの育て方や教育、社会活動への参加、高齢期の生活、男女平等
意識、人権、女性施策に関する意見についての11項目、設問数は32問で実施
しました。
なお、女性818人、男性699人、性別不詳3人の計1,520人の方からご回答を

いただき、有効回収率は50.7％でした。ご協力をいただいた方々にお礼を申
し上げます。
調査の結果、男女平等観や結婚観などにおいて男女の受け止め方に相違が

見られ、また子どもの育て方などにおいても男の子と女の子の場合とで考え
方に差があることが明らかになっています。今回、このうちのいくつかをご
紹介します。（グラフの単位はすべてパーセント表示）
くわしくは県庁女性政策課t0734（41）2510へ

生活費をかせぐ�

日々の家計の�
管理をする�

食事の支度をする�

老人や病身者の�
介護や看護�

子供の教育としつけ�
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男性�

女性�

男性�

Q.家庭のことはどなたの役割ですか。�
夫の役割� 両方同じ程度の役割� 妻の役割� その他�
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Q.女性が結婚後も仕事を続けるために必要な条件。�

夫や家族が女性の働くことに理解をもつこと�

男性も家事育児を分担するのが当然だという意識の変革�

育児休業制度の普及や保育施設の充実�

家事がさらに合理化されること�

ホームヘルパー制度など家事を援助する制度の普及�

労働時間の短縮をすすめたり時間外労働を少なくしていく�

結婚出産育児後の再雇用制度の充実�

家族が病気の場合の看護休業制度の普及�

職場での男女平等が進むこと�
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Q.役職・公職への女性就任の賛否�

PTA会長・子ども会長�

町内会長・自治会長�

職場の管理職�

県や市町村の審議会や�
委員会のメンバー�

知事や市町村長�

国会議員・地方自治体議員�
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そう思う� わからない・無回答� そう思わない�
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Q.男女の地位は、どの程度平等になっていますか。�
平等になっている� ある程度平等になっている� わからない・無回答�
あまり平等になっていない� まったく平等になっていない�

家庭の中では�
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28.0 13.2 42.8 11.9
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37.818.6 16.2 21.0 6.4

26.76.2 24.4 32.6 10.0

42.226.0 15.2 13.0 3.6

41.410.5 23.8 20.2 4.0

すべての項目で女性の方が不平等感が強くなっています。特に「社会慣習の上」や「職

場の中」では過半数の女性が不平等感を抱いています。このような女性の不平等感を

様々な分野でなくしていくことが真の男女平等社会への第一歩となります。

「生活費をかせぐ」が夫の役割、「食事の支度をする」が妻の役割との回答が男女とも多く「男

は仕事、女は家庭」という性別役割分担の存在がうかがえます。女性が社会進出を図るために

は、こうした固定的な分担意識をなくし夫と妻が家庭生活において共に助け合い、協力するこ

とが必要です。

男女ともすべての項目において「そう思う」が「そう思わない」を上回っています。しかし、

現実はこのような役職・公職に就任している女性はごくわずかで、いろいろな物事は圧倒的に

男性によって決められています。人口の半分を占める女性が政策方針決定の場にもっと進出し、

男女がともに手をたずさえて社会を支えていくことが求められています。

「女の子は女らしく、男の子は男らしく」このようにしつける人はまだまだ多いようです。女の子

には、「思いやり」、「親を大切に」を期待し、男の子には「責任感」、「忍耐力」、「積極性」を期待

しています。これらの資質は本来女性にも男性にも必要なことで、性によって区別するようなも

のではないはずです。「らしさ」で子どもを縛らないで、子どもの能力や個性を伸ばしていくこと

が必要です。

男女とも「就職先の制限、男性との労働条件の格差」が最も多く、今後労働条件の改善を図っ

ていくことが必要です。また「セクシュアル・ハラスメントを受ける」、「ヌード写真など、女

性の「性」を商品化した雑誌や広告などが使われる」が次にあげられており、このような女性

の人格を傷つけるような行為や表現をなくし、男女ともお互いの人権を理解し、尊重できる社

会を築く必要があります。

男女ともに「夫や家族の理解」が最も重要としており、次いで「男性も家事・育児を分担すべ

きという意識の変革」「育児休業制度の普及や保育施設の充実」が必要との回答が多くなって

います。今後は男性の意識の変革が最も重要な課題となっています。 Q.子どもはどのように育ってほしいですか。�
女の子の場合� 男の子の場合�女性� 男性�

忍耐力のある子�

自分のことは自分でする子�

思いやりのある子�

何事も積極的にやる子�

素直でよく言うことを聞く子�

協調性のある子�

親を大切にする子�

はっきり意見を言う子�

責任感の強い子�
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Q.女性の人権が守られていないと感じるのは�
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就職先が制限されたり、賃金などの労働条件で男性と格差がある�

方針決定の場や政治などの場での参加がしにくい�
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ミス・コンテストなど外見のみで女性が評価される�
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女人禁制などの習慣がいまだに残っている�
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わ
た
し
の
お
母
さ
ん
は
、
ヘ
ル
パ
ー
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
う
ち
の
お
と
し
よ
り

の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

か
ら
だ
を
ふ
い
た
り
、
ご
は
ん
を
作
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

週
の
中
で
は
、
特
に
水
曜
日
に
帰
っ
て

く
る
の
が
お
そ
い
で
す
。
そ
れ
は
、
そ
の

日
に
行
く
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
「
ま
だ
い
て

下
さ
い
。」
と
言
う
の
だ
そ
う
で
す
。
お

母
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
め
ん
ど
う
を
見
て

あ
げ
て
、
そ
れ
か
ら
仕
事
場
へ
も
ど
り
ま

す
。
も
ど
っ
て
か
ら
は
、
会
議
が
あ
る
そ

う
で
す
。
会
議
で
は
、
そ
の
日
行
っ
て
来

た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ

と
で
困
っ
た
事
を
話
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

で
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
話
し
合
い

ま
す
。
い
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、「
そ
の

調
子
で
が
ん
ば
っ
て
。」
と
は
げ
ま
し
て

も
ら
え
る
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
家
に

帰
っ
て
来
る
の
が
、
夜
の
九
時
や
十
時
に

な
る
時
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会
議
が
な

く
て
早
く
帰
っ
て
来
た
日
で
も
宿
題
が
あ

り
ま
す
。
会
議
な
ど
で
話
し
合
っ
た
事
を

報
告
す
る
た
め
文
に
書
く
の
で
す
。
わ
た

し
が
宿
題
を
す
る
時
、
お
母
さ
ん
も
い
っ

し
ょ
に
宿
題
を
し
ま
す
。
た
ま
に
、
お
母

さ
ん
が
書
い
て
い
る
の
を
、
横
か
ら
見
た

り
し
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
、
お
母
さ
ん
の

仕
事
の
大
変
さ
が
よ
け
い
に
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。

時
に
は
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
仕

事
を
し
て
い
る
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
に
は
、

何
が
お
こ
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
日
、
お
母
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
仕

事
に
行
き
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る

と
、
よ
く
「
し
ん
ど
い
。」
と
か
「
つ
か

れ
た
。」
と
か
言
い
ま
す
。
最
初
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
け
ど
、
お
母
さ
ん
の
仕
事
の

中
身
が
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
く
る
と
、
お

母
さ
ん
の
し
ん
ど
さ
も
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、「
お
母
さ
ん
、
し
ん
ど
く

て
か
わ
い
そ
う
だ
な
ぁ
。」
と
思
う
時
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
わ
た
し
は
、
お
母
さ
ん
の
仕
事
を

そ
ん
け
い
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
と

っ
て
も
大
切
な
お
仕
事
だ
か
ら
で
す
。

「
人
権
を
守
ろ
う
！
」
と
か
「
人
権
を

大
切
に
！
」
と
言
う
の
は
、
と
っ
て
も
む

ず
か
し
い
感
じ
が
す
る
の
で
す
が
、
わ
た

し
は
、
そ
の
場
そ
の
場
で
、
一
番
弱
い
立

場
の
人
を
一
番
大
切
に
す
る
こ
と
が
、

「
人
権
を
大
切
に
す
る
。」
と
い
う
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
！

平成11年

3月

1（月）

2（火）

3（水）

4（木）

5（金）

6（土）

7（日）

8（月）

9（火）

10（水）

11（木）

12（金）

13（土）

14（日）

15（月）

16（火）

17（水）

18（木）

19（金）

20（土）

21（日）

22（月）

23（火）

24（水）

25（木）

26（金）

27（土）

28（日）

29（月）

30（火）

31（水）

く
わ
し
く
は
女
性
セ
ン
タ
ー
啓
発
課
t

０
７
３
４（
35
）５
２
４
５
へ

お
得
で
す
、
国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
の
保
険
料

を
前
払
い
す
る
と
割
引
さ
れ
る
前
納
制
度

が
あ
り
ま
す
。

１
年
分
、
ま
た
は
定
め
ら
れ
た
期
間
の

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
そ
の
保
険
料
は
、

年
５
・
５
％
（
複
利
現
価
法
）
の
割
合
で
割

引
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
つ
ど
納
め
る
手

間
が
は
ぶ
け
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
住
所
地
の
市
町
村
国
民
年

金
担
当
係
、
県
庁
国
民
年
金
課
へ

和
歌
山
大
学
生
涯
学
習
教
育
セ
ン
タ
ー

春
期
公
開
講
座
「
こ
だ
わ
り
和
歌
山
」（
無
料
）

日
時

３
月
21
・
27
日
、
４
月
３
・
10
日

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜

場
所

和
歌
山
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
西
高
松
）

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
t
０
７
３
４

（
27
）４
６
２
３
へ

犬
の
定
期
集
合
注
射
の
実
施

４
〜
５
月
に
か
け
て
県
内

各
地
で
犬
の
定
期
集
合
注

射
を
実
施
し
ま
す
。
犬

の
所
有
者
の
方
に
は
、

県
よ
り
狂
犬
病
予
防
注

射
接
種
通
知
兼
現
況
届

受
付
票
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
注
射
当
日
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
注
射
の
日
時
は
各
市
町

村
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
事

柄
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
犬
を
飼
っ
た
ら
必
ず
登
録
す
る
（
室
内

で
飼
う
場
合
も
同
じ
で
す
）

②
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
犬
に
接
種

し
、
免
疫
を
つ
け
る
（
獣
医
師
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
）
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募

集

試
験

おしらせINFORMATION

員
法
第
16
条
該
当
者
は
除
く
）

募
集
人
員

約
10
人

勤
務
場
所

県
立
医
大
附
属
病
院

必
要
書
類

履
歴
書
（
縦
3.5
㎝
、
横
2.5

㎝
の
写
真
）
３
通
、
卒
業
証
明
書
・
成
績

証
明
書
・
健
康
診
断
票
（
様
式
有
）
・
免

許
書
（
写
し
。
有
資
格
者
の
み
）
各
１
通

申
込

３
月
19
日
ま
で
に
〒
641
―
０
０

１
２
和
歌
山
市
紀
三
井
寺
811
―
１
県
立

医
大
総
務
課
へ
郵
送
か
持
参

く
わ
し
く
は
附
属
病
院
看
護
部
長
室
t

０
７
３
４（
31
）２
１
５
１
へ

再
就
職
希
望
女
性
の
技
術
講
習
会

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
プ
ロ
と
パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
）

場
所

新
宮
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
新
宮
市
）
定
員

20
人

期
間

５
月
17
日
〜
７
月
２
日
の
月
・
水
・
金

申
込

４
月
12
〜
14
日
に
新
宮
市
役
所
商

工
観
光
課
へ

※
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料
は
自
己
負
担

県
営
住
宅
入
居
者
及
び
入
居
補
欠
者

○
紀
伊
団
地
（
和
歌
山
市
）

９
階
建
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
駐
車
場
有
り

募
集
戸
数

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
44
戸（
予
定
）

申
込
用
紙
配
布
　
３
月
３
〜
19
日
（
土
・

日
・
祝
日
除
く
）
に
県
住
宅
供
給
公
社
、

県
庁
住
宅
課
、
各
振
興
局
、
海
草
・
海
南

地
方
各
市
町
村

受
付

３
月
23
・
24
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
和
歌
山
市
）
へ

抽
選

３
月
26
日
　
入
居

５
月
１
日

く
わ
し
く
は
県
住
宅
供
給
公
社
t
０

７
３
４（
25
）６
８
８
５
へ

助
産
婦
・
看
護
婦
（
士
）

資
格

助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
）
の
有
資

格
者
及
び
資
格
取
得
見
込
者
（
地
方
公
務

「県民の友」もご覧になれる和歌山県のインターネットホームページはhttp://www.wakayama.go.jp/

考
え
よ
う
　
知
ろ
う
　
語
ろ
う

北
方
領
土

融
資
など

③
引
っ
越
し
た
場
合
は
、
必
ず
転
居
先
の

市
町
村
に
犬
の
届
出
を
す
る
（
県
外
に
引

っ
越
し
た
場
合
も
同
じ
で
す
）

④
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
り
、
犬
が
死
亡
し

た
等
の
場
合
は
届
出
を
す
る

犬
の
定
期
集
合
注
射
会
場
で
は
①
〜
④

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
①
③
④
は
市
町
村

か
保
健
所
で
、
②
は
動
物
病
院
も
し
く
は

保
健
所
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
県
庁
生
活
衛
生
課
、
最
寄

り
の
県
立
保
健
所
へ

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
３
月
15
日
ま
で
！

平
成
10
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

申
告
と
納
税
は
、
必
ず
３
月
15
日
の
期

限
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

個
人
事
業
者
の
方
へ

「
消
費
税
・
地
方
消
費
税
」
の
申
告
は
、

３
月
31
日
ま
で
に
所
轄
の
税
務
署
に
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
・
税

務
相
談
室
へ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
「
気
を
つ
け
て

は
じ
め
は
す
べ
て
　
小
さ
な
火
」

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７
日
間
は

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

近
年
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
９

割
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
う

ち
65
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
約
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
。
火
の
元
に

は
十
分
気
を
つ
け
、
特
に
乳
幼
児
や
お
年

寄
り
の
い
る
ご
家
庭
で
は
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
取
扱
者

日
時

５
月
23
日
午
前
９
時
30
分
〜

場
所

和
歌
山
市
、
田
辺
市
、
新
宮
市

（
受
験
票
に
明
示
し
ま
す
）

こ
の
連
載
は
、
県
同
和
委
員
会
が
毎
年
募
集
す
る
同
和
運
動
啓
発
作
文

の
入
選
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
素
直
に
見
つ
め
た
「
人
権
」

へ
の
ま
な
ざ
し
。

私
た
ち
大
人
へ
の
呼
び
か
け
で
す
。

（
平
成
9
年
度
入
選
作
品
）

お
母
さ
ん
は
、
ヘ
ル
パ
ー
で
す
。

か
つ
ら
ぎ
町
立
　
渋
田
小
学
校
　
５
年
　
北
浦
　
安
哉
子

同和連載�

ご
あ
ん
な
い

スクール名
ソフトテニスA
ソフトテニスB
エアロビクスA
美 容 体 操 C
バレーボールA
バレーボールB
トリムダンス
太　極　拳　A
な　ぎ　な　た
少女新体操 初級
少女新体操 中級
卓　球　A
卓　球　B
卓　球　C

ソフトテニスＣ
バレーボールＣ
エアロビクスB
美 容 体 操 A
バドミントンA
バドミントンB
バドミントンC
バドミントンD
卓　球　D

ふれあいスポーツ
(バドミントン・卓球）
ニュースポーツ
美 容 体 操 B
太　極　拳　B
少年少女体操
柔　道

剣道　初級
剣道　練成

定員
40
40
40
50
50
50
40
40
20
30
30
50
60
60
40
50
40
50
50
50
50
50
40

40

40
50
40
40
30
30
30

曜日

月

火

木

金

月･木

場　所

県立体育館

県立体育館補助館

県立体育館

県立体育館補助館

県立体育館

県立体育館補助館

県立体育館

県立体育館補助館

県立体育館

県立武道館

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
前
期
）

申
込

県
立
体
育
館
の
ス
ク
ー
ル

３
月

20
日
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
、

返
信
先
住
所
・
氏
名
記
入
）
に
ス
ク
ー
ル

名
（
２
ス
ク
ー
ル
ま
で
希
望
順
に
記
入
）、

氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
し
、
県
教

育
委
員
会
保
健
体
育
課
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
係
へ
。
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
。

県
立
武
道
館
の
ス
ク
ー
ル

県
立
武
道
館

t
０
７
３
４（
44
）６
３
４
０
で
直
接
受

付
し
ま
す
。

※
事
前
に
健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

必
要
経
費
な
ど
く
わ
し
く
は
県
教
育
委

員
会
保
健
体
育
課
内
体
育
協
会
事
業
第
３

係
t
０
７
３
４（
41
）３
６
９
４
へ

願
書
配
布

（財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
、
県
庁
消
防
防
災
課
、
各
振
興
局
地
域

行
政
課

受
付

４
月
12
〜
15
日

く
わ
し
く
は
（財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
和
歌
山
県
支
部
t
０
７
３
４（
25
）

３
３
６
９
へ

地
域
改
善
対
策
進
学
奨
学
金

同
和
地
区
に
住
ん
で
い
る
関
係
者
の
子

ど
も
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
高
等
学

校
、
大
学
な
ど
へ
の
修
学
が
困
難
な
方
を

対
象
に
奨
学
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
与
の
基
準
や
、
返
還
方
法
な
ど
く
わ

し
く
は
県
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ

↑

↑

↑

↑

時　間
10：00～11：30
15：00～16：30
13：00～14：30
10：00～11：30
10：00～11：30
13：00～14：30
10：00～11：30
13：00～14：30
16：30～18：00
16：30～17：30
17：30～18：30
19：00～20：30
10：00～11：30
13：00～14：30
15：00～16：30
19：00～20：30
10：00～11：30
13：00～14：30
10：00～11：30
13：00～14：30
15：00～16：30
19：00～20：30
15：00～16：30

17：00～18：30

19：00～20：30
10：00～11：30
13：00～14：30
17：00～18：00
17：00～18：00
16：00～17：00
17：00～18：00

参加対象

原則として
18歳以上

原則として
小1～小6

原則として
18歳以上

小学生から大人まで

原則として
18歳以上

小1～小6

原則として
小・中学生
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平成11年

4月

1（木）

2（金）

3（土）

4（日）

5（月）

6（火）

7（水）

8（木）

9（金）

10（土）

11（日）

12（月）

13（火）

14（水）

15（木）

16（金）

17（土）

18（日）

19（月）

20（火）

21（水）

22（木）

23（金）

24（土）

25（日）

26（月）

27（火）

28（水）

29（木）

30（金）

県庁・県教育委員会への郵便は　〒640ｰ8585（県庁専用郵便番号、住所記入不要）○○○課あて
電話は　t0734（32）4111

セ
ク
ハ
ラ

い
よ
い
よ
４
月
か
ら
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を
事

業
主
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
性
的
い
や
が
ら
せ
」
と
訳
さ
れ
る

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
は
、

10
年
ほ
ど
前
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
セ
ク
ハ
ラ
」
と
い
う
略
語
ま
で
生
み
出
す
ほ
ど
の
流

行
語
と
な
り
、
つ
い
に
は
法
律
に
規
定
さ
れ
る
ま
で
に

な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
職
場
等
で
女
性
が
不
愉
快

に
感
じ
、
我
慢
を
重
ね
て
き
た
こ
と
の
い
か
に
多
か
っ

た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
大
学
や
学
校

で
の
ス
ク
ー
ル
セ
ク
ハ
ラ
も
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

セ
ク
ハ
ラ
に
は
「
対
価
型
」
と
「
環
境
型
」
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
上
司
か
ら
の
性
的
な
関
係
の
要
求
を

拒
否
し
た
り
、
か
ら
だ
を
触
っ
て
き
た
上
司
に
抵
抗
し
た
た

め
、
不
利
益
な
配
置
換
え
や
勤
務
評
定
を
さ
れ
た
場
合
な
ど

が
対
価
型
で
す
。
環
境
型
と
は
、
職
場
に
ヌ
ー
ド
ポ
ス
タ
ー

を
貼
っ
た
り
、
性
的
な
う
わ
さ
を
流
し
た
り
し
て
、
女
性
が

職
場
に
い
る
こ
と
が
苦
痛
に
な
る
こ
と
で
す
。

セ
ク
ハ
ラ
に
な
る
か
ど
う
か
の
決
定
権
は
そ
れ
を
受

け
た
側
に
あ
り
、
男
性
に
と
っ
て
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
冗

談
の
つ
も
り
で
も
、
相
手
の
女
性
が
不
快
に
感
じ
れ
ば

セ
ク
ハ
ラ
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
男
性
の
何
気
な
い

言
葉
や
行
動
が
セ
ク
ハ
ラ
に
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
と
い
う
現

状
で
す
が
、
逆
に
男
性
が
被
害
者
と
い
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
映
画
『
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
』
は

女
性
上
司
か
ら
部
下
で
あ
る
男
性
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
を
描

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
が
軽
い
気
持
ち
で
「
男

の
く
せ
に
彼
女
の
一
人
も
い
な
い
の
」
と
言
う
こ
と
も

セ
ク
ハ
ラ
に
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
え
る
の
で
す
。

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
持
ち
、
様
々
な
生
き
方

を
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
、

お
互
い
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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女
性
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
と
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
は
、
男
性
に
と
っ
て
も
生
き

や
す
い
社
会
で
す
。
21
世
紀
は
「
人
権
の
世

紀
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ

い
て
の
問
題
な
ど
を
連
載
し
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
人
権
の
確
立
に
向
け
て
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

女
性
週
間
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
入
場
無
料
）

我
が
国
で
女
性
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
昭
和
21

年
４
月
10
日
を
記
念
し
て
、
４
月
10
日
か
ら
始
ま
る
一
週

間
を
「
女
性
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
「
女
性
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
　
「
21
世
紀
に
向
け
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
が

で
き
る
社
会
を
創
ろ
う
」

●
日
時
　
４
月
10
日（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所
　
県
民
交
流
プ
ラ
ザ
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
（
和
歌
山
市
）

●
内
容
（
第
一
部
）基
調
講
演
「
あ
な
た
は
世
界
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
〜
あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜

・
講
師
　
大
阪
女
子
大
学
女
性
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
　

船
橋
邦
子
氏

（
第
二
部
）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
わ
た
し
の
生
き
方

あ
な
た
の
生
き
方
互
い
に
認
め
合
っ
て
」
〜
多
様
な
女
性
の

生
き
方
を
探
る
〜

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
村
富
子
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

な
お
、
女
性
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
「
女
性
週
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【寝たきりについて】

Ｑ 寝たきりの原因は？
A 寝たきりの原因はさまざまありますが、予

防可能な疾病として脳卒中と骨折があります。

脳卒中を引き起こす要因には、高血圧や

動脈硬化、糖尿病などがあり、骨折が要因

の背景には、骨粗しょう症などがあります。

また、高齢者は、風邪などで1週間寝込

んだだけで、筋肉の力が衰えたり、起きあ

がる意欲がなくなったりして寝たきりにな

ることがあります。

Ｑ 寝たきりの予防は？
A 寝たきりの予防は、原因となる脳卒中

や骨折の予防、いざ障害が発生した場合で

も自立に向けての本人の生活意欲とそれに

対する家族や社会全体の支援により、かな

りの部分が防げると言われています。

脳卒中を引き起こす高血圧や動脈硬化、

糖尿病などの生活習慣病を予防することが

大切で「栄養」「運動」「休養」に注意する

こと、また骨折の要因である骨粗しょう症

を予防するために、カルシウムの摂取や運

動を心がけることなどが必要です。

また、脳卒中になったり骨折した場合でも

早期の治療と適切なリハビリテーションを行

えば、多くの場合、寝たきりは防げます。

【痴呆について】

Ｑ 痴呆の原因は？
A 痴呆の代表的なものとして

①脳血管性痴呆…脳卒中（脳出血や脳梗塞
こうそく

）

によって、脳の細胞がこわれ、酸素や栄養分が

いきわたらなくなることによって生じるもの

②アルツハイマー型痴呆…原因不明の脳の

変性によって生じるものがあります。

アルツハイマー型痴呆については、発生の

メカニズムが解明しておらず、原因は不明で

すが、脳血管性痴呆については、高血圧や動

脈硬化、糖尿病などが原因になります。

Ｑ 痴呆の症状は？
A 1 もの忘れ…ひどいもの忘れがある

2  理解力・判断力・計算力の低下…自分の

名前や年齢がわからない

3  場所・時・人がわからなくなる…自分が

いる場所や時間、人がわからない

4  意欲・関心の低下…まわりのことに関心

がなくぼんやりしている

5  感情のコントロール機能の低下…泣いた

り、笑ったり、感情が不安定になる

6  人柄や性格の変化…暴言や暴行などが現れる

Ｑ 痴呆が進行する要因は？
A 1  身体的要因…病気などでからだの

状態が悪かったり、特に寝たきりの状態に

なると生活が単調になり、頭の働きも衰え

ます。こういう状態が長く続くと、痴呆を

悪化させることになります。

2  精神的要因…欲求不満、家族の否定的な

言葉づかいや家庭内のトラブル、入院など

による過度の心労などで心の動揺が強かっ

たり、気持ちが不安になったりすると痴呆

が進みます。

3  環境的要因…家族の別居や死別、退職、

転居など生活の急変に本人がついていけな

かったり、新しい環境に慣れないと精神的

に動揺して痴呆が進みます。

Ｑ 痴呆かどうかわからない場合は？
A 痴呆は、その進み具合、軽い重いの程

度により症状が異なります。健康な高齢者

にありがちな単純な物忘れと病的な痴呆の

区別がつきにくい場合もあります。

また、一見痴呆に見える症状も痴呆ではな

い他の精神疾患であったり、身体の変調のた

めに意識が混乱している場合があります。

痴呆ではないかと疑うような行動が目立

つようになったら、早く専門医の診断を受

けることが大切です。

Ｑ 痴呆の予防は？
A 脳血管性痴呆については、高血圧や動

脈硬化、糖尿病などの予防により発生予防

が期待できます。

生きがいを持つこと、人と楽しくつき合

うことなど積極的な生き方を心がけること

も痴呆の予防に重要であることと言われて

います。

寝たきりや痴呆
ほう

の予防は、一人ひとりの予防活動
が重要です。それには、まず、寝たきりや痴呆の発
生の原因と予防方法をよく知ることから始まります。
今回は、寝たきりや痴呆の原因と予防方法につい

て紹介します。

高齢者の心やからだの変調に気づいた時は、適切な治療や介護、リハビリテー

ションに結びつけていくことが必要です。悩みや心配ごとは家族で抱え込まず、

まず日頃から高齢者に接しているかかりつけ医や看護婦（士）、保健婦（士）、

ホームヘルパーなどに相談してみましょう。

風営適正化法の改正について

営　業　種　別
ソープランド
個室マッサージ
ストリップ劇場
アダルトショップ

モーテル・ラブホテル

広告制限地域

県下全域

商業地域を除く県下全域

住居地域等

広告制限区域
左欄に掲げた広告制限地域以

外の地域であっても、学校、図
書館、児童福祉施設、博物館、
病院等（診療所を含む）の敷地
から200m以内の区域内全て

新たに届出が必要となる営業が追加されました
無店舗型性風俗特殊営業及び映像送信型風俗特殊営業の

届出が義務づけられました。
次の表に掲げる営業を営んでいる方もしくはこれから営もうとする方については、

営業の本拠となる事務所（事務所を置かない場合は営業者の住所）の所在地を管轄
する公安委員会に所定の事項を記載した届出書を提出しなければなりません。この
届出書を提出しないで営業を行うと処罰を受けます。（30万円以下の罰金）

性を売り物にする営業に関する広告が制限されます
店舗型性風俗特殊営業の広告宣伝を制限する地域が指定されました。

ソープランド、ストリップ劇場、モーテル営業等の店舗型性風俗特殊営業につ
いては、次に掲げる地域や区域（営業所内及び営業所周辺は除く。）では看板、
ポスター等の広告物の表示はもちろん、広告ビラやチラシ等を頒布したり、住居
に差し込んだりすることは一切できません。
また、現に表示している看板等の広告物についても、これら広告制限地域内の

ものについては本年5月1日以降は違法広告物として取り扱われますので、十分注
意してください。

無店舗型性風俗特殊営業及び映像送信型性風俗特殊営業の
広告宣伝についても制限されます。

今回新たに届出が必要となった、無店舗型性風俗特殊営業及び映像送信型性風
俗特殊営業についても、店舗型性風俗特殊営業同様、広告制限地域等が設けられ
ました。

以上のほかにも改正された部分が多数ありますので、くわしくは最寄りの
警察署、警察本部生活安全企画課t0734（23）0110へ

無店舗型性風俗特殊営業　　　　　　映像送信型性風俗特殊営業
派遣型個室マッサージ　アダルトビデオ等通信販売 インターネット等によるポルノ映像送信業

営　業　種　別
派遣型個室マッサージ
アダルトビデオ等通信販売
映像送信型性風俗特殊営業

広告制限地域
県下全域

商業地域を除く県下全域

広告制限区域

店舗型性風俗特殊営業同様、学校、
図書館等の敷地から200m以内の区域内






